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Wilde教授はシアノバクテリアの環境応答の分子生物学研究の 
第一人者であり、現在は走光性と光受容体、サーカディアン制御、 
調節RNAの研究などに精力的に取り組まれています。 
今回のセミナーでは、シアノバクテリア細胞内のRNAの局在性に 
関して、網羅的解析から得られた新知見をご紹介いただき、転写と
翻訳の協調の問題、RNA局在の生理的意義などについて理解を深め
たいと思います。お気軽にご参加ください！ 
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